
(1)第110号 令和６年７月10日(水)

ニ
〇
ニ
四
年(
令
和
六
年)

剛
柔
会
総
会
開
催

　１９８７年（昭和６２年）５月に(故)宮城長順
先生誕生百年記念に建立されました。先賢東恩
納寛量先生、拳聖 宮城長順両先生の功績をた
たえ当時空手道を研修、研賛されておられた先
生方有志一同が両先生の修業された福建省よ
り石材を運ばれ文字を刻んで建立されました。
　永年の風雨にさらされて石碑も傷んでおり
また墨文字も薄くなっておりましたが、宮城先生
没後７０周忌を迎える年に沖縄の先生方のご
尽力により修復して頂き新しく甦りました。沖
縄市松山町「松山公園内」に建立されておりま
す。ぜひ一度５０回記念大会の折に見聞されて
ください。

　
関
西
地
区
増
田
敏
雄
本
部

長
よ
り
謝
辞
が
あ
り
会
員
の

先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
盛

会
裡
に
実
施
さ
れ
、事
故
も
無

く
終
了
し
ま
し
た
と
謝
意
を

示
さ
れ
た
。石
田
正
剛
事
務
局

長
よ
り
会
計
及
び
出
場
人
数

（
一
、四
九
〇
名
）と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
九
州
・
沖
縄
地
区
本
部
長

谷
﨑
金
光
先
生
よ
り
開
催
地

区
挨
拶
に
続
き
、開
催
地
沖
縄

支
部
長
高
良
正
剛
先
生
よ
り

八
月
十
七
日（
土
）～
十
八

（
日
）開
催
と
告
げ
ら
れ
多
数

の
参
加
者
を
望
み
ま
す
と
宣

言
さ
れ
、空
手
の
発
祥
地
沖
縄

の
文
化
を
肌
で
感
じ
て
頂
き

た
い
で
す
と
述
べ
ら
れ
、本
大

会
は
九
州
・
沖
縄
地
区
・
四
国
地
区
等
合
同
で
開
催
し
ま

す
。と
表
明
さ
れ
た
。

増田敏雄関西地区本部長谷﨑金光九州・沖縄
地区本部長

藤原聖一東北地区本部長 石田正剛関西事務局長高良正剛沖縄支部長小齋和範宮城副支部長

二
〇
二
五
年（
令
和
七
年
）

第
51
回
全
国
大
会 

東
北
地
区
仙
台
市
に
決
定

二
〇
二
三
年（
令
和
五
年
）

第
49
回
全
国
大
会
報
告

　
東
北
地
区
本
部
長
藤
原
聖

一
先
生
よ
り
仙
台（
元
気

フ
ィ
ー
ル
ド
仙
台
）に
て
決
定

と
報
告
さ
れ
、大
会
事
務
局

長
小
齋
和
範
先
生
よ
り
七
月

二
十
六
日（
土
）二
十
七
日

（
日
）に
て
開
催
予
定
し
て
お

り
多
数
の
参
加
者
を
希
望
さ

れ
ま
し
た
。

総会全景

　
全
日
本
空
手
道
連
盟
　
剛
柔
会（
宇
治

田
栄
蔵
会
長
）常
任
理
事
会
・
総
会
を
令

和
六
年
五
月
二
十
五
日（
土
）、二
十
六
日

（
日
）、二
日
間
に
わ
た
り
京
都
テ
ル
サ（
京

都
市
南
区
）に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
宇
治
田
会
長
の
挨
拶
で
「
剛
柔
流
の
空

手
を
愛
好
さ
れ
る
仲
間
が
集
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
剛
柔
流
は
宮
城
長
順

先
生
が
源
流
で
あ
り
ま
す
。
本
剛
柔
会
は
（
故
）
宇
治
田
省
三
先
生
と

諸
先
生
方
々
を
元
に
て
歩
み
続
け
て
お
り
ま
す
。
会
派
の
中
で
流
派
の
源

を
持
つ
の
は
剛
柔
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
武
道
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
競
技
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
全
国
大
会
は

第
五
十
回
記
念
大
会
と
宮
城
長
順
先
生
没
後
七
十
周
忌
を
迎
え
る
時
と
、

相
重
な
っ
た
年
に
沖
縄
の
地
で
開
催
さ
れ
る
大
会
を
盛
り
上
げ
、
ま
た
沖

縄
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
重
ね
て
頂
き
た
く
剛
柔
会
の
会
員
の
方
々
が
一
丸

と
な
っ
て
ご
協
力
し
て
下
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
津
本
延
孝
理
事
長
挨
拶
の
前
に
昨

年
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
松
浦
峯
和
先
生
、

ポ
ー
ル・コ
ー
ル
マ
ン
先
生（
イ
ギ
リ
ス
）に
黙
祷

を
捧
げ
ら
れ
、員
数
確
認
に
お
い
て
、過
半
数

の
役
員
出
席
が
あ
り
成
立
で
あ
る
こ
と
を
発

表
さ
れ
て
進
行
さ
れ
た
。

　
議
長
選
出
に
お
い
て
会
長
よ
り
理
事
長
を
指
名
さ
れ
資
料
に
基
づ
き
議
題
通

り
進
行
し
、山
本
敬
事
務
局
長
よ
り「
令
和
五
年
度
会
計
報
告
」が
行
わ
れ
、大
内

浩
行
監
事
に
よ
り
監
査
報
告
が
発
表
さ
れ
、一同
に
よ
り
ご
承
認
さ
れ
た
。

　
次
に
議
題
の
各
専
門
委
員
会
事
業
報
告
が
行
わ
れ
た
。

 津本延孝理事長大内浩行監事
宇治田栄蔵会長

常任理事会
員 数
39名

出 席
29名

欠 席
10名

委 任
0名

総　会
員 数
160名
出 席

46名
委 任

67名
欠 席

47名

両
会
議
は
成
立
す
る
こ
と
表
明
さ
れ
た

顕彰碑顕彰碑  修復される修復される

二
〇
二
四
年（
令
和
六
年
）

第
50
回
記
念
全
国
大
会
開
催
に
つ
い
て
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委
員
長
佐
藤
重
徳
先
生

(

大
分
）・
事
務
長
武
田
伸
先
生

(

愛
媛)

よ
り
全
国
形
セ
ミ

ナ
ー
令
和
六
年
六
月
七
日

(

土)

・
八
日(

日)

開
催
に
当
た

り
多
く
の
出
席
を
頂
き
形
に

対
す
る
取
り
組
に
感
服
し
ま

し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

全
国
各
地
区
よ
り
総
出
席

者
七
十
四
名
と
二
日
間
に
渡
り
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。又
昨
年
各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
講
習
会

に
多
数
の
出
席
頂
き
統
一
に
向
っ
て
前
進
し
て
お
り
ま

す
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

北
林
委
員
長（
香
川
）よ
り

Jr
強
化
も
充
実
し
て
き
て
参

加
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
と

報
告
さ
れ
た
。続
い
て
、福
家

孝
一
事
務
長（
香
川
）よ
り
Jr

強
化
を
三
月
九
日（
土
）・
十
日

（
日
）と
高
松
市
総
合
体
育

館
、高
松
中
央
高
校
の
両
会

場
で
実
施
と
報
告
さ
れ
た
。

　

事
務
長
山
本
敬
先
生(

和
歌

山)

よ
り
各
支
部
、地
区
、本
部

審
査
報
告
が
あ
り
、本
年
度
本

部
審
会
は
八
月
十
六
日(

金)

午
前
十
時
開
始
。高
段
位
取
得

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
と
述
べ
ら
れ
、必
ず

受
審
願
い
規
定
用
紙(

様
式)

を
ご
確
認
い
た
だ
き
締
切

期
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
と
求
め
ら
れ
た
。

　

委
員
長
よ
り
第
四
十
九
回

大
会
は
負
傷
者
も
無
く
盛
功

裡
に
終
え
各
審
判
員
の
先
生

方
の
努
力
の
賜
も
の
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
述
べ
ら
れ

た
。続
い
て
中
谷
事
務
局
長
よ

り
今
回
大
会
の
申
し
合
わ
せ

事
項
に
つ
い
て
審
判
員
は
正
確

に
適
切
な
ジ
ャ
ッ
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

藤
原
委
員
長（
秋
田
）よ
り
遅

く
な
り
ま
し
た
が
海
外
か
ら
の

大
会
出
場
者
、セ
ミ
ナ
ー
出
席

者
、
昇
段
審
査
等
の
申
込
み

ホ
ー
マ
ッ
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
UP
し
ま
し
た
の
で
活
用
し
て

頂
き
又
、改
良
等
が
あ
れ
ば
申

し
出
て
下
さ
い
と
述
べ
ら
れ

た
。

　

塩
路
事
務
長（
和
歌
山
）よ
り
昨
年
は
海
外
段
審
査

会
に
多
く
が
受
審
さ
れ
全
員
合
格
で
あ
っ
た
と
報
告
。

受
審
者　

四
十
六
名
、セ
ミ
ナ
ー
参
加
者　

九
十
六
名

（
十
四
ヵ
国
）

　

渡
邊
委
員
長（
岐
阜
）よ
り
剛

柔
会
規
約
に
つ
い
て
検
討
し
見
直

し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
剛
柔
会

の
根
源
で
あ
る
規
約
を
専
門
委

員
会
の
委
員
で
色
々
と
検
討
し

て
頂
き
原
文
と
新
案
等
を
調
制

し
て
頂
き
今
年
度
中
に
整
備
し

て
い
き
た
い
方
針
を
示
さ
れ
た
。

　

又
、高
良
事
務
長（
沖
縄
）よ
り

（
令
和
七
年
・
二
〇
二
五
年
）第
十
一
回
沖
縄
交
流
会
を
令

和
七
年
一
月
十
八
日（
土
）・
十
九
日（
日
）を
予
定
し
て
お

り
ま
す
、多
く
の
参
加
者
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
秋
田
政
夫
先
生(

茨

城)

よ
り
教
本
の
在
庫
数
が

七
十
冊
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ッ
ト
一
六
一

巻
と
報
告
さ
れ
た
。

　

又
、各
道
場
で
希
望
の
案
件
等
が
あ
れ
ば
申
し
出
て

頂
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

事
務
長
白
井
一
三
先
生（
奈

良
）よ
り
昨
年
も
会
報
一
〇
八
号
、

一
〇
九
号
と
発
刊
し
ま
し
た
が
一

部
表
現
等
の
誤
り
が
あ
り
関
係

者
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
事
を
お
詫

び
申
し
上
げ
以
降
注
意
し
て
い
き
ま
す
と
述
べ
ら
れ
た
。

■■  

指
導
委
員
会

指
導
委
員
会  

■■

■■  

審
判
委
員
会

審
判
委
員
会  

■■

■■  

選
手
強
化
委
員
会

選
手
強
化
委
員
会  

■■

■■  

情
宣
・
広
報
委
員
会

情
宣
・
広
報
委
員
会  

■■

■■  

段
位
委
員
会

段
位
委
員
会  

■■

■■  

道
場
運
営
委
員
会

道
場
運
営
委
員
会  

■■

■■  

企
画
委
員
会

企
画
委
員
会  

■■

■■  

海
外
委
員
会

海
外
委
員
会  

■■

各
専
門
委
員
会
報
告
・
指
針

山本敬事務長

樫葉芳之委員長

北林秀章委員長

藤原聖一委員長

渡邉幸一委員長

中谷辰幸事務長

福家孝一事務長

塩路直也事務長

高良正剛事務長

白井一三事務長 秋田政夫委員長

佐藤重徳委員長 武田伸事務長

組
手
種
目
No 

25
小
学
一
年
生
～

　
　
　
　

No 

44
少
年
女
子
ク
ラ
ス
ま
で

①②※
面
ホ
ー
着
用
で
外
は
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
着
装

安
全
具
等
は
申
し
合
わ
せ
に
準
ず
る

但
し
海
外
選
手
に
対
し
て
別
途
申
し
合
わ
せ
を
適
用

す
る
。

大
会
時
の
監
督
・
コ
ー
チ
制
度
に
つ
い
て

監　

督

二
段
位
所
得
者
で
十
八
歳
以
上
、
審
判
員
所
得

に
限
る
。

コ
ー
チ

初
段
位
所
得
者
で
十
六
歳
以
上
、
審
判
講
習
会

受
講
者
に
限
る
。

申
し
合
わ
せ
事
項

空手道剛柔流（武道）の修練・鍛錬で体作り

剛柔会特別常任技術顧問 塩見　明先生（京都）
卒寿 昭和９年（１９３４年）３月２５日生まれ

　高校二年より空手道を始め現在に至るまで約７３年間剛柔流空
手道を修練し学んでこられました。生涯の中かに日常生活が存在
したように思います。生命が続く限り、武道の道を志す者として
「究道無限」限りない武道の道・神髄を究明しながら人に恥じない
武術の精神を忘れず、修練に励み、後世へ空手道の真義の道を伝え遺したいと思うこ
とから、剛柔流の体作り、円運動、ネバリ、ムチミ、流れる術技が呼吸法と一体化する妙技
となる。
　体作りは鍛錬を積み武術・武才を磨き、精神的、技術的、身体的を修練し、忍耐を鍛
え、ねばりある強靭な精神と心身、健康な体作りを目指すことである。
　鍛錬の継続は力なり、自分に邁進し呼吸（息吹）を使ってトレーニングを空手道の基
本の基本、移動は刷り足で行う等、形は体の芯部（臍下丹田）に力を集め行うことで体
がぶれない。
　鍛錬器具としてチーシ、サーシ、カーミ、鍛錬棒、チューブと毎日のトレーニングで培っ
た体が現在に示されております。

鎚石(チーシ) 石錠(サーシ)

鍛錬棒 握りがめ(カーミ)
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１日目 日　時： 2024 年 1 月 13 日（土）
会　場： 沖縄県立武道館「錬成棟」（那覇市奥武山町）

２日目 日　時： 2024 年 1 月 14 日（日）
会　場： 沖縄剛柔流空手道協会「研修舘」道場（那覇市小禄）

　新年１月 13 日（土）・14 日（日）の２日間、沖縄県那覇市にて、第 10 回
沖縄交流会が実施されました。　
　本年は、剛柔会企画委員会にて沖縄交流会を発案して 10 年目に当たる年で
あり、さらには剛柔流空手道開祖・宮城長順先生没後 70 周忌を迎えるという
ひときわ感慨深い年でもあります。　
　今回の交流会には、全国各地より 37 名、沖縄の先生方 39 名、総勢 76 名
の参加がありました。
　この交流会は、拳聖と呼ばれる宮城長順先生の残された基本と補助運動、
鍛錬の技法などを得ていただき、これからの活動に役立ててもらうこと、ま
た新しいコラボレーションが生まれるきっかけとなることを目的として行わ
れています。
　13 日の開講式では、津本延孝理事長より「沖縄の先生方から空手の発展や
技法の伝承等をしっかり学んで下さい」と挨拶され、交流会は始まりました。
　沖縄空手研究所の嘉手苅徹先生より沖縄剛柔流の歴史と技法（宮城長順先
生の功績）等について講義が行われ、その後、参加者は鍛錬器具の使用法に
続いて、形、三戦の稽古に励みました。
　剛柔流空手道は、「源遠流長」という言葉の通り、歴史が長く続き、川の流
れのように末広がりに発展してきました。剛柔会としては、今後も沖縄での
交流会を通じて、剛柔流の歴史と技法を学んで頂きたいと願っております。

2024年2024年
第10回 沖縄交流会開催第10回 沖縄交流会開催

講　師： 沖縄剛柔流空手道協会 会　長 照屋　幸榮先生 (沖縄)
沖縄剛柔流空手道協会 副会長 喜久川政成先生 (沖縄)

剛柔会 副 会 長 並木　知徳先生 (東京)
剛柔会 理 事 長 津本　延孝先生 (和歌山)
剛柔会 常任技術顧問 村松　真孝先生 (静岡)
剛柔会 常 任 相 談 役 清原今朝勝先生 (大分)

《令和六年度 全国形講習会 開催》

特別常任技術顧問
塩見　明先生(京都)

指導委員
矢野吉基先生(愛媛)

剛柔会 理事長
津本延孝先生(和歌山)

指導委員
中野義光先生(愛知)

指導委員会 副委員長
竹川達男先生(東京)

指導委員
古市昭人先生(鹿児島)

常任技術顧問
村松真孝先生(静岡)

指導委員
岡本泰弘先生(沖縄)

指導委員会 委員長
佐藤重徳先生(大分)

指導委員
古川哲也先生(新潟)

指導委員
増田典彦先生(沖縄)

指導委員会 事務長
武田　伸先生(愛媛)

指導委員
峯　真太郎先生(群馬)

日時：2024年6月8日(土)13時～17時
　　 2024年6月9日(日)9時30分～13時30分
会場：京都テルサ西館4F　体育館(京都市南区)
講師：特別常任技術顧問 塩見　明先生(京都)・常任技術顧問 村松真孝先生(静岡)
　　  指導委員会 委員長 佐藤重徳先生(大分)
　　  剛柔会 理事長 津本延孝先生(和歌山)
　　  指導委員会 副委員長 竹川達男先生(東京)・指導委員会 事務長 武田　伸先生(愛媛)

　開始式で津本理事長は「拳聖 宮城長順先生の形・技法を伝承している剛柔会として、形の統一
を指導委員会の指導のもと忠実に後世に残していくためにも、各会員皆さまの役目と思います。全
国各地から集まった講習会です。忌憚のない率直な質問をしていただき、先生方から多くのアドバイ
スを受け、実りのある講習会にしてください」と述べられた。
　その後、佐藤委員長の号令により講習会がスタートしました。講習会の中で、塩見先生より「形は、
体の基礎鍛錬と立ち方、弾力性、強靭性に富む体の動きが重要です。鍛錬器具や鍛錬棒を用いて、
臍下丹田に意識を集中させながら演武することで、体のぶれを防ぎますので、体幹を鍛えることが最
も重要です」と述べられ、さらに、塩見先生愛用の 3 kg の（長さ 3 尺 5 寸・八角）の鍛錬棒を使っ
て、日頃の稽古を披露され、会員の方々も自主稽古をされていました。 　参加人数：74 名



片岡獅子杜（奈良） 清水優桜（京都）

名越七虹（岡山）

佐藤龍希（大分） 東房　新（福岡）

菅野美桜（福島） 道添由萌（長崎）

矢野抄英（香川） 安部七海（福岡）

森下真希（京都）

阿比留楓花（長崎） 木下翔斗（福岡）

東房陽向（福岡） 松村幸龍（福岡） 志賀勇仁（香川）

嶋田　暖（京都）

金戸紅空（大分）

山田暖大（香川） 田中陽大（福岡） 久島隆雅（福岡）

村田幸菜 ( 京都 )

川野幹太 ( 大分 )

西園啓矢（京都）

佐藤凜子（大分） 玉城颯環( 沖縄 ) 若林俐青（京都）

岡元杏樺( 茨城 ) 三明慶祐( 京都 )

藤本康正（香川）

谷 伊織（和歌山） 若林月菜 ( 京都 )

髙原日和 ( 京都 )

日　時：2024 年 3 月 9 日（土）13 時～ 17 時（高松中央高校）
2024 年 3 月 10 日（日）9時～ 13 時（高松市総合体育館）

　例年の通り全国大会各種目優勝者、各地区、推選者による Jr 強化合宿が開かれ初日は組

手の部、形の部と会場を分けて稽古を行った。２日目は会場を一つにして実施。

　初日終了後、ミーティングで矢野慎太郎先生によるカードミーティングが行われ同じ目

的を共有した仲間とのコミュニケーションについて講義があり、その結果、一気に各自の

心が開かれ、各地から集まった選手同士の会話につながった。その様子は非常に印象的で、

２日目の稽古にも変化が現われ充実した強化が行われた。

　今後の選手たちのさらなる活躍を期待しています。

長濱 遼（神奈川） 松下真心（和歌山） 山崎架音（福岡）

講 師：委 員 長 北林秀章先生(香川) 副委員長 竹川　穣先生(東京)

副委員長 長嶋ユミ先生(和歌山) 事 務 長 福家孝一先生(香川)
委 員 森　敏浩先生(福岡) 委 員 矢野慎太郎先生(愛媛)
委 員 崎山幸一先生(香川) 委 員 吉田真澄先生(滋賀)
委 員 宮國　淳先生(神奈川) 委 員 増尾智子先生(大阪)
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樫
葉
芳
之
委
員
長
よ
り
多
く
の
全

空
連
全
国
審
判
員
を
目
指
し
ル
ー
ル

の
熟
知
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
等
を
学
ん

で
所
得
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
と
示
さ

れ
た
。

　

講
師
で
あ
る
水
流
先
生
に
よ
る

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
「
止
め
」
の
タ
イ

ミ
ン
グ
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
特

訓
が
続
い
た
後
、
選
手
を
動
員
し
て

実
技
に
取
り
組
ん
で
の
練
習
が
あ
り
、

大
商
大
学
の
空
手
道
部
員
協
力
で
充

実
し
た
講
習
と
な
っ
た
。

（
参
加
者
：
19
名
）

・ 

委
員
長
藤
原
先
生
の
挨
拶
で
昨
年
の
海
外
セ
ミ
ナ
ー
は
14
ヶ
国
96
名
の
受
講
者

で
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
今
年
度
は
沖
縄
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

多
数
の
参
加
が
望
ま
れ
ま
す
一
段
と
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で
下
さ
い
と

述
べ
ら
れ
た
。

・ 

事
務
長
塩
路
直
也
先
生
よ
り
会
計
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・ 

海
外
委
員
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
、
昇
段
審
査
、
大
会
出
場
者

エ
ン
ト
リ
ー
等
、
申
込
、
申
請
書
等
の
用
紙
は
剛
柔
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
各
地
区
事
務
局
と
リ
ン
ク
し

て
、
高
速
化
で
対
用
し
て
行
く
方
針
を
示
さ
れ
た
。

・
海
外
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
（
代
表
者
会
議
）

　

一
、 

受
付
な
ど
の
期
日
メ
切
を
尊
守
す
る
様
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

　

一
、
支
部
登
録
の
人
材
の
二
年
改
選
に
つ
い
て
。

　

一
、
通
訳
者
の
人
材
手
配
に
つ
い
て
。

　

剛
柔
会
発
展
に
又
基
本
か
ら
、

形
講
習
会
に
向
け
て
技
術
向
上
に

務
め
て
頂
き
分
解
、
応
用
等
形
の

統
一
化
を
目
指
し
指
導
に
邁
進
し

て
下
さ
い
と
委
員
長
佐
藤
先
生
よ

り
ご
挨
拶
が
あ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

（
七
日
・
初
日
）
準
備
運
動
に
続

き
三
戦
・
転
掌
と
基
本
形
、
撃
砕

第
一
・
第
二
、
砕
破
・
制
引
鎮
、

三
十
六
手
ま
で
分
解
・
応
用
と
説

明
を
受
け
初
日
は
終
了
。

（
八
日
・
二
日
目
）
準
備
運
動
か

ら
始
ま
り
十
八
手
～
壱
百
零
八
手

ま
で
統
一
指
導
に
特
化
し
た
研
修

会
が
実
施
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
全
国
大
会
で
は
怪
我
も
無
く
終
了
出
来
ま
し

た
。
各
委
員
の
先
生
方
の
努
力
の
賜
も
の
と
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
樫
葉
先
生
か
ら
お
言
葉
が
発
せ
ら
れ
本
年

も
同
様
、
選
手
の
安
全
と
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
ご
協
力

し
て
下
さ
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

中
谷
事
務
長
よ
り
組
手
競
技
ル
ー
ル
の
変
更
等
が
説

明
さ
れ
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
一
本
化
等
、
Ｊ
．
Ｋ
．
Ｆ
ル
ー

ル
に
準
ず
る
こ
と
で
進
ん
だ
。
他
は
剛
柔
会
ル
ー
ル
等

で
行
う
こ
と
で
承
認
。

日
時
：２
０
２
４
年
２
月
12
日
（月
・祝
）９
時
45
分
～

会
場
：大
阪
商
業
大
学　

体
育
館
（東
大
阪
市
御
厨
栄
町
）

選
手
：大
阪
商
業
大
学
空
手
道
部
員

講
師
：（公
財
）全
日
本
空
手
道
連
盟

　
　
　

審
判
運
営
委
員
会　

委
員
長　

水
流
清
昭　

先
生
（奈
良
）

日
時
：２
０
２
４
年
５
月
24
日
（金
）14
時
～
17
時

会
場
：京
都
テ
ル
サ　

東
館
１
Ｆ
（京
都
市
南
区
）

日　

時
：
２
０
２
４
年
６
月
７
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　
　
　
　

２
０
２
４
年
６
月
８
日
（
土
）
９
時
30
分
～
11
時
20
分

会　

場
：
京
都
テ
ル
サ
西
館
４
Ｆ
体
育
館
（
京
都
南
区
）

日
時
：
２
０
２
４
年
２
月
11
日
（
日
）
13
時
～
17
時

会
場
：
Ｕ
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル
２
Ｆ
会
議
室
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
）

出
席
者
：
審
判
委
員
会　

委
員
長　

樫
葉
芳
之
先
生
（
京
都
）

　
　
　
　
　

 

他
委
員
会 

委
員
（
10
名
）

　
　
　
　
　

 

選
手
強
化
委
員
会　

事
務
長　

福
家
孝
一
先
生(

香
川)

◎
全
空
連（
Ｊ
．Ｋ
．Ｆ
）審
判
講
習
会
開
催

◎
海
外
セ
ミ
ナ
ー

◎
指
導
委
員
会
研
修
会（
三
技
一
体
）

◎
大
会
時
の
ル
ー
ル
変
更
・
申
し
合
わ
せ
事
項
等
に
つ
い
て

＜各委員会研修会（三技一体）＞
　
審
判
委
員
会

　
海
外
委
員
会

　
指
導
委
員
会

出
席
者
：

藤
原
聖
一
委
員
長
（秋
田
）

竹
川
達
男
副
委
員
長
（東
京
）

前
川
英
博
常
任
顧
問
（大
阪
）

塩
路
直
也
事
務
長
（和
歌
山
）

石
田
正
剛
事
務
次
長
（大
阪
）

辻
本
清
委
員
（大
阪
）

田
中
寛
委
員
（大
阪
）

講　

師
：

特
別
常
任
技
術
顧
問 

塩
見
明
先
生
（
京
都
）

常
任
技
術
顧
問 

村
松
真
孝
先
生
（
静
岡
）

段
位
委
員
会 

委
員
長 

津
本
延
孝
先
生
（
和
歌
山
）

審
判
委
員
会 

委
員
長 

樫
葉
芳
之
先
生
（
京
都
）

選
手
強
化
委
員
会 

事
務
長 

福
家
孝
一
先
生
（
香
川
）

出
席
者
：

指
導
委
員
会 

委
員
長 

佐
藤
重
徳
先
生
（
大
分
）

指
導
委
員
会 

委
員
の
先
生
方
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令
和
六
年
三
月
二
日
（
土
）
・
三
日
（
日
）

指
導
者
講
習
会

・
審
判
講
習
会
が
九
州

産
業
大
学
で
行
わ
れ
た
。

　

初
日
の
指
導
者
講
習
会
に
は
、
公
認
全

国
・
地
区
・
支
部
指
導
者
更
新
者
と
新
規

受
審
者
と
で
、
約
五
十
名
の
受
講
者
が
参

加
し
た
。

　

講
師
に
は
竹
川
先
生
、
古
市
先
生
・
増

田
先
生
・
岡
本
先
生
方
が
指
導
に
あ
た
っ

た
。
三
戦
に
始
ま
り
、
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

ま
で
全
て
の
形
に
お
い
て
、
体
の
使
い
方
や

技
の
分
解
を
交
え
て
丁
寧
に
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

二
日
目
は
審
判
講
習
会
に
約
七
十
名

が
受
審
し
て
行
わ
れ
た
。
講
師
に
は
審
判

委
員
会
の
中
谷
先
生
と
濱
先
生
が
指
導

に
あ
た
っ
た
。
本
年
の
全
国
大
会
は
第

五
十
回
記
念
大
会
と
し
て
沖
縄
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
受
審
者
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
た
。

　

中
谷
先
生
か
ら
、
ま
ず
新
ル
ー
ル
の
変

更
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
選

手
に
よ
る
試
合
を
止
め
な
が
ら
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
の
確
認
や
、
ポ
イ
ン
ト
や
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
の
見
逃
し
を
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
細
か
に
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
。

　
「
選
手
を
生
か
す
も
殺
す
も
指
導
者
・
審
判
の
力
量
次
第
」
を

胸
に
、
今
後
の
精
進
と
覚
悟
を
一
層
強
め
て
二
日
間
の
講
習
を

終
え
た
。

■ 

九
州
・
沖
縄
地
区 

■

■ 

関
東
地
区 
■

■ 

中
・
四
国
地
区 

■

■ 

東
北
地
区 

■

■ 

関
西
地
区 

■

■ 

中
部
地
区 

■

各地区事業報告
指
導
者
講
習
会
・
審
判
講
習
会

〈
日　

時
〉　

令
和
６
年
６
月
１５
日(

日)　

13
時
～
１6
時

〈
会　

場
〉　

愛
知
県
愛
西
市
・
八
開
中
学
校
体
育
館

〈
受
講
者
〉　

９
名

〈
講　

師
〉　

審
判
委
員
会　

事
務
長　

中
谷
辰
幸
先
生(

奈
良
）

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

〃　
　
　
　

委 　

員　

太
田
熊
野
先
生(

富
山
）

〈
日
時
〉　

令
和
６
年
６
月
16
日(

日)　

10
時
～
15
時

〈
会
場
〉　

愛
知
県
愛
西
市
・
八
開
中
学
校
体
育
館

〈
受
講
者
〉　

30
名

〈
講
師
〉　

常
任
技
術
顧
問 

村
松
真
孝
先
生(

静
岡)

　
　
　
　
　

 

指
導
委
員
会
委
員 

中
野
義
光
先
生(

愛
知)

日
時
：
２
０
２
４
年
３
月
16
日
（
土
）
13
時
～
17
時

　
　
　

２
０
２
４
年
３
月
17
日
（
日
）
９
時
～
12
時

会
場
：
高
松
市
総
合
体
育
館
三
Ｆ
（
第
二
武
道
場
）

講
師
：
特
別
常
任
技
術
顧
問　

塩
見　

明
先
生
（
京
都
）

　
　
　

指
導
委
員
会　

事
務
長　

武
田　

伸
先
生
（
愛
媛
）

日
時
：
２
０
２
４
年
３
月
17
日
（
日
）
13
時
～
15
時

会
場
：
高
松
市
総
合
体
育
館
三
Ｆ（
第
二
武
道
場
）

講
師
：
剛
柔
会
副
理
事
長　

丹
下　

勝
則
先
生

　
　
　

四
国
地
区
本
部
長　

井
上　

辰
夫
先
生

　
　
　

中
国
地
区
本
部
長　

遠
藤　

和
義
先
生

日
時
：
２
０
２
４
年
３
月
17
日
（
日
）
15
時
～

会
場
：
高
松
市
総
合
体
育
館
三
Ｆ
（
第
二
武
道
場
）

　

審
査
委
員
長
：
丹
下
勝
則
先
生

　

審
査
員
：
井
上
辰
夫
先
生
、
遠
藤
知
義
先
生

　
　
　
　
　

武
田　

伸
先
生
、
矢
野
吉
基
先
生

〈
日　

時
〉　

令
和
６
年
６
月
16
日(

日)　

10
時
～
15
時

〈
会　

場
〉　

愛
知
県
愛
西
市

・
八
開
中
学
校
体
育
館

〈
参
加
者
〉　

45
名

〈
講　

師
〉　

選
手
強
化
委
員
会

 　

形

・
長
嶋
ユ
ミ
先
生(

和
歌
山)

組
手

・
山
陰
亮
二
先
生(

東
京)

　
　
　
　

 
森
伴
樹
先
生(

三
重)

日
時
：
令
和
６
年
１
月
８
日

（
月

・
祝
）
10
時
～
16
時

会
場
：
日
本
空
手
道
会
館

（
東
京
都
江
東
区
）

講
師
：
関
東
地
区
本
部
長　

 

岩
河
孝
一
先
生

（
東
京
）

指
導
委
員
会
委
員
長        

佐
藤
重
徳
先
生

（
大
分
）

指
導
委
員
会
副
委
員
長　
　

竹
川
達
男
先
生

（
東
京
）

指
導
委
員
会
委
員　
　
　
　
　

峯
真
太
郎
先
生

（
群
馬
）

◎
審
判
講
習
会
及
び
審
判
審
査
会

◎
一
般
及
び
指
導
者
形
講
習
会

◎
指
導
者
講
習
会

◎
審
判
講
習
会
・
審
査
会

◎
四
・
五
段
位
地
区
審
査
会

◎
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
練
習
会

【
令
和
６
年
度
前
期
事
業
報
告
】

◎
公
認
指
導
員
更
新
・
公
認
指
導
員
新
規
審
査
会

◎
東
北
地
区
指
導
者
講
習
会
規
審
査
会

◎
審
判
講
習
会
・
Jr
強
化
練
習

日
時
：
２
０
２
４
年
６
月
２
日(

日)

１０
時
～

会
場
：
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ(

武
道
場)

和
歌
山

講
師
：
審
判
委
員
会
委
員
長　

樫
葉
芳
之
先
生(

京　

都)

　
　
　
　
　

 

〃　
　

事
務
長　

中
谷
辰
幸
先
生(

奈　

良)

　
　
　

 

剛
柔
会　
　

理
事
長　

津
本
延
孝
先
生(

和
歌
山)

　
　
　

強
化
委
員
会
の
先
生
方

第
50
回
全
国
大
会
審
判
ラ
ン
ク
付
と
監
督
・

コ
ー
チ
資
格
の
講
習
に
特
化
し
た
指
導
で
的
確
で
迅
速
な
判
断

が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
責
任
を
も
っ
て
ジ
ャ
ッ
ジ
し
て
下
さ
い

と
説
明
さ
れ
た
。
（
参
加
者
：
８
名
）

・
四
段
受
審
者
：
１
名
（
合
格
）

　

審
判
講
習
会
前
半
は

ル
ー
ル
一
部
改
正
等
の

講
義
が
行
わ
れ
、
後
半

は
選
手
を
動
員
し
て
実

技
指
導
を
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
判
審
査
会
で
は
、

更
新
受
講
者
７
名
及
び

全
国
大
会
審
判
員
選
考

会
受
審
２
名
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

全
員
で
三
戦
・
撃
砕

(

第
一
・
第
二)

・
砕
破

を
行
い
、
二
段
以
上
は

転

掌

の
説

明

と

練

習
、
制
引
鎮
・
三
十
六

手
に
分
か
れ
て
、
技
の

分
解
を
中
心
に
指
導

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
於
い
て
塩
見
先
生

よ
り
準
備
運
動
時
は「
息
吹
」

を
出
し
て
行
な
い
臍
下
丹
田
に

気
・
力
量
を
入
れ
て
体
の
中
心

で
技
を
出
す
こ
と
が
重
要
と
話

さ
れ
、
鍛
錬
棒
に
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
さ
れ
た
。
（参
加
者
：27
名
）

　

形
で
は
、撃
砕(

第
一
・
第
二)

・

砕
破
の
指
導
で
剛
柔
の
特
徴
で
あ

る
運
足
及
び
円
の
動
き
を
重
点
的

に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
組
手
で
は
、

体
感
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
基
礎
体
力

を
作
り
、
相
手
と
の
間
合
い
、
技

の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ポ
イ
ン
ト
を
指

導
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
の
松
の
内
に
あ

た
る
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
に
、

関
東
地
区
指
導
者
の
講
習

会
・
公
認
指
導
員
更
新
・
公

認
指
導
員
新
規
審
査
会
が

実
施
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
、
指
導
委
員
会

の
佐
藤
重
徳
委
員
長
、
竹
川

達
男
副
委
員
長
、
峯
真
太
郎

委
員
を
迎
え
、
開
講
式
冒
頭

で
佐
藤
委
員
長
の
挨
拶
で
は「
剛
柔
流
の
特

徴
で
あ
る
、
〝
う
ち
み
〟
・
〝
ね
り
〟
・
〝
円

運
動
〟
を
使
い
、
攻
・
防
の
手
を
し
っ
か
り

表
現
で
き
る
よ
う
身
に
付
け
て
演
武
し
て

下
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
、
講
習
会
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

剛
柔
流
の
原
点
で
あ
る
身
体
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
関
東
地
区
本
部
長
岩
河
孝
一
先

生
よ
り
鍛
錬
器
具
で
あ
る
〝
チ
ー
シ
〟
の
使

用
方
法
の
説
明
と
〝
チ
ー
シ
〟
を
使
用
し

下
半
身
の
鍛
錬
で
身
体
の
軸
を
安
定
さ
せ
、

体
幹
を
維
持
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
指

導
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
開
手
形
の
四
向
鎮
、
久
留
頓
破
、

壱
百
零
八
手
の
各
形
の
分
解
、
応
用
等
の
解

説
を
交
え
て
指
導
が
実
施
さ
れ
た
。
受
講
者

か
ら
の
質
問
に
対
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
講
師

か
ら
の
回
答
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
実
践
的

な
身
の
あ
る
講
習
会
と
な
っ
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
講
師
の
先
生
よ
り「
本
日
受

講
さ
れ
た
先
生
方
は
各
道
場
で
門
下
生
が

剛
柔
流
の
原
点
を
し
っ
か
り
学
び
、
理
に
適
っ

た
演
武
で
表
現
す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ

い
」
と
話
さ
れ
た
。(

参
加
者 

24
名)

。 

　

令
和
５
年
11
月
４
日
・
５
日
（
宮
城
）
で
東

北
地
区
指
導
者
講
習
会
が
（
本
部
長
藤
原
聖
一
）

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

指
導
内
容

１
日
目　

三
戦

・
転
掌

・
撃
砕
１
・
２
・
砕
破

・

制
引
鎮

・
三
十
六
手

・
十
八
手　

ま
で

２
日
目　

四
向
鎮
・
十
三
手
・
久
留
頓
破
・
壱

百
零
八
手

　

午
後
は
佐
藤
重
徳
先
生
、
竹
川
達
男
先
生
、

藤
原
聖
一
先
生
、
小
齋
則
夫
先
生
の
各
パ
ー
ト

に
分
か
れ
て
分
解
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
津
本
理
事
長
よ
り
「
50
回
全
国
大
会
に
向
け
多
く

の
先
生
方
が
大
会
の
試
合
で
機
敏
で
正
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
で
大
会

を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
、
又
、
Jr
強
化
の
選
手
も
上
位
入
賞
を

目
指
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
練
習
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
話
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
た
。

日
時
：令
和
５
年
11
月
４
日
・
５
日

会
場
：
大
河
原
町
屋
内
運
動
場

講
師
：
指
導
委
員
会　

委
員
長　
佐
藤
重
徳
先
生

　
　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

副
委
員
長 

竹
川
達
男
先
生

参
加
者
：
17
名



令和六年度（公財）全日本空手道連盟令和六年度（公財）全日本空手道連盟 空手道功労者表彰  空手道功労者表彰 受賞受賞！！！！
剛柔会副理事長剛柔会副理事長  丹下勝則丹下勝則先生先生（愛媛・四国地区協議会）（愛媛・四国地区協議会）

(7)第110号 令和６年７月10日(水)

令和５年 10 月 1 日
～６年３月 31 日 令 和 五 年 度 昇 段 者 一 覧令 和 五 年 度 昇 段 者 一 覧

初　段
成 相 勇 稀 島 根
吉 留 愛 華 岡 山
水 内 梨 愛 岡 山
小 村 奈 々 島 根
髙 山 昇 太 岡 山
戸 島 鷲 二 京 都
吉 田 蒼 琉 京 都
加 賀 良 太 京 都
山 口 　 輝 龍 京 都
小 笹 凜 子 京 都
南 　 恵 美 京 都
畑 野 蒼 太 富 山
河 邉 　 愛 富 山
伊 藤 真 悠 三 重
安 念 陽 生 富 山
木 町 友 明 富 山
渡 邊 　 誠 三 重
ﾀﾞ　ｼﾙﾊﾞ　ﾄ ﾐ゙ﾆｰｸ イタリア
ｴ ｳｼ ﾞｪﾆ ｵ 　 ｼｮｰ ﾗ イタリア
ｹ ｲ ﾝ 　 ｱ ｳ ﾂ ﾊ ｳ ｽ イタリア
リア 　 ジ ャ ネレ イタリア
ﾛｻ  ゙ｳ ｧ゙ﾝﾃ ﾙ゙ ｳ ｨ゙ﾘｯﾄ イタリア
ﾃ ｨﾎ ﾞﾙ 　 ﾁｮﾙ ｹ ﾞｲ イタリア
ｳ゙ ｧﾙﾀ ｽ゙ ｱﾚｸｻﾝﾄ゙ ﾛﾋ゙ ｯﾁ イタリア
ﾋ ﾝ゙ｾﾝﾄ　ﾍ ｯ゙ｸﾊｳﾍ ﾝ゙ イタリア
山 内 颯 大 福 岡
渡 邉 晃 史 福 岡
今 井 勇 飛 福 岡
松 熊 　 瑠 福 岡
谷 石 愛 実 福 岡
小 野 由 恵 福 岡
森 口 　 燦 大 阪
田 中 秀 和 大 阪
ｶ ｲﾗ ｼ 　 ﾁ ｬﾝﾄﾞﾗ ｰ U S A
ｺｰｳﾞｪｼﾞ　ｾﾞﾆｰﾙ U S A
加 藤 大 惺 U S A
ギ 　 コ エ リ U S A

ｸ ﾗ゙ｽﾋﾟｰ　ｽﾃｲｰｼｰ U S A
ウリアムズ　志穂 U S A
ﾄ ｰ ﾏ ｽ 　 ｳ ｪ ﾝ ﾃ ﾞﾙ U S A
ｳ ｨ゙ﾝｾﾝﾄ ｼｱﾝｸ ﾙ゙ﾝ ﾏｵ U S A
武　林　和歌子 高 知
大　塚　由右子 高 知
山 本 陽 介 高 知
讃 岐 星 南 秋 田
鈴 木 希 琉 宮 城
赤 沼 龍 紳 宮 城
川 村 拓 真 宮 城
池 田 大 毅 宮 城
大 井 李 星 宮 城
安 藤 颯 太 宮 城
木 村 碧 那 宮 城
吉 澤 　 匠 宮 城
伊 澤 哲 弥 宮 城
志 田 壮 史 宮 城
吉 眞 一 仁 宮 城
鈴 木 宣 一 宮 城
薗 部 靖 夫 宮 城
陳 　 則 　 銘 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
劉 　 達 　 民 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
米 　 娜 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
鉮 　 易 　 蓁 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
韓 　 启 　 宗 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
梁 　 家 　 尉 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
劉 　 晩 　 阳 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
劉 　 芮 　 銘 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
張 　 博 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
小金丸　逸　人 福 岡
表 谷 恭 祐 福 岡
藤　塚　虎汰郎 福 岡
田 上 柊 真 福 岡
田 中 瑞 生 福 岡
梅 野 来 美 福 岡
田 村 真 鈴 福 岡
米 丘 羽 翠 東 京
内 田 智 治 神 奈 川

上 山 　 瞳 栃 木

弐　段
生 和 春 乃 島 根
福 田 珠 優 島 根
西 村 和 真 岡 山
堤 　 広 晴 岡 山
三津間　　　塁 佐 賀
中 口 真 里 和 歌 山
大 野 誠 之 和 歌 山
三 島 桜 妃 富 山
上 村 　 誠 三 重
川 邉 　 貢 富 山
ヒネク ゴンザレス イタリア
中 田 有 香 福 岡
塩 野 隼 人 大 阪
森 口 麗 嘉 大 阪
安 東 壮 介 大 阪
折 田 　 皓 大 阪
リー　ジュディ U S A
フォリー　ケビン U S A
川 野 佳 歩 大 分
佐々野　　　時 長 崎
福 井 　 剛 長 崎
上 村 龍 我 長 崎
租 田 涼 太 香 川
赤　沼　こころ 宮 城
齋 藤 晏 治 宮 城
舘 野 諒 音 宮 城
渡 邉 浩 二 宮 城
黄 　 健 　 強 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
林 　 溢 　 盛 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
矢 部 花 純 奈 良
藤 本 英 太 奈 良
立 野 　 諒 福 岡
神 森 大 司 福 岡
植 田 珠 実 福 岡
中 島 由 衣 福 岡
近 藤 　 愛 福 岡

駒 﨑 沙 耶 埼 玉
吉　田　美栄子 東 京
小 泉 奈 緒 東 京
村 川 泰 紀 埼 玉
岩 谷 真 一 東 京

参　段
柏　原　富美雄 京 都
野々村　光　華 京 都
宇 根 田 　 　 直 京 都
河 津 聡 子 京 都
ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ｽ ｺ 　 ﾓ ﾛ イタリア
ﾃ ﾚ ｻ 　 ﾌ ｨ ｱ ﾘ ｮ イタリア
白 川 隼 人 大 分
上 野 　 敦 大 分
松 永 昌 之 長 崎
財 津 　 暁 長 崎
織 田 信 也 長 崎
高 橋 廣 斗 高 知
重 稲 純 一 高 知
北 林 正 大 香 川
髙 橋 栞 里 宮 城
黒 崎 　 誠 宮 城
吉 澤 博 光 宮 城
大 橋 　 聡 宮 城
羅 　 廣 　 海 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
杰 　 樂 　 米 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
廣 渡 陣 晴 福 岡
栁 澤 花 月 東 京
太田垣　　　香 東 京

四　段
沼 本 智 尚 岡 山
五 藤 琢 磨 三 重
ﾗﾄﾞｽﾗｳﾞｧ　ｸﾘﾈﾂ イタリア
小 澤 　 聡 宮 城
加 藤 　 啓 秋 田
北 林 伸 也 秋 田
工 藤 真 也 秋 田

佐 藤 　 浩 秋 田
奈 良 旬 平 秋 田
安 井 克 真 和 歌 山
渡 邉 洋 介 京 都
澤 　 順 子 京 都
冨 田 敏 夫 京 都
尾ノ井　裕　剛 京 都
ﾊﾟﾙｿﾝｽ　ｻﾏﾝｻ U S A
ﾉｰﾘｽ　ｸﾘｽﾄﾌｧ U S A
福 井 　 優 長 崎
陳 　 人 　 嘉 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
林 　 文 　 賢 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
王 　 禄 　 毅 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
蕪 木 孝 郎 神 奈 川
明田川　俊　行 群 馬
加 藤 照 夫 東 京
嶺　井　小枝美 沖 縄

五　段
伏 見 泰 治 岡 山
河　村　美津子 三 重
小 野 康 弘 宮 城
辻 　 拓 也 秋 田
渡 邊 芳 輝 大 阪
浦 野 和 代 大 阪
沼　田　多賀代 京 都
御 堂 義 博 大 阪
角 口 　 哲 和 歌 山
太 田 健 児 京 都
岩 尾 美 和 大 分
廣 田 和 美 大 分
針 尾 一 統 奈 良
長 澤 　 博 長 崎
林 　 木 　 興 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
鄭 　 治 　 平 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
上 原 正 也 沖 縄
山 川 　 均 沖 縄
山 内 昌 義 沖 縄
磯 田 武 蔵 福 岡

　丹下先生は長年に亘り剛柔会の発展又各競技団体とのご協力に
依り空手競技の普及振興に成果を挙げた個人の功績を讃えて顕彰
し空手発展に寄与された事において表彰されました。
　丹下先生は剛柔会今治道場を1978年に設立され青少年の育成
に邁進されており剛柔会では元審判委員長を務められました。令
和5年4月には今治大阪道場（勇英館）を創設され元団体形世界
チャンプ浦野和代先生と同道場の門下生にて、後輩の育成に取り
組んでおられ多くの門下生を社会に送り出されてこられました。
　このたびの受賞おめでとうございます。これからもご健康に留
意され、空手道の発展にご尽力いただき、ますますのご活躍をお
祈り申し上げます。

表彰者一同

今治大阪道場丹下勝則先生



　2023年12月10日に行
われた全日本選手権で四
連覇を最後に引退を表明
された。
剛 柔 会 秀 徳 会 道 場（ 大
分）佐藤重徳師範（剛柔
会指導委員会委員長）の
道場に６歳から入門。小学
生時代より形、組手競技の
頭角を表した二刀流選手
であった。中学生時代は
組手競技に優れていたが、
その後形の奥深さに魅了され塩見明先生（剛柔会特別常任技術顧問）
指導のもと鍛錬を積み重ねた。
　形は組手の対戦相手をイメージしその攻防を表現することが必須の
演武で、剛柔流の“ムチミ”“ネリ”“呼吸法”等体の中心である臍下丹田
に特化した鍛錬のトレーニングを増やし体作りに時間をかけ日々稽古に
励んで自身の形を“進化”させた結果、２０１６年世界選手権女子団体形
で優勝、その後２０２２年KARATE1プレミアムで優勝、世界ランク1位と
なった。その後も快進撃は続き全日本選手権で2020年～2023年と四
連覇を達成し悲願の夢が叶った瞬間であった。
　大野選手は絶頂期での引退を考えており、今後も空手道と関わりを続
けて、今までの経験を活かして空手道発展に貢献し後輩の育成に努め
て行きたいと話された。

大野ひかる大野ひかる(大分)(大分)競技選手競技選手引退引退へへ
日本初 日本初 ２２連覇 夫婦チャンピオン連覇 夫婦チャンピオン

(8)第110号令和６年７月10日(水)

　４月12日に会場である体育館に117名の参
加者を迎えて三戦・転掌の鍛錬形を行い、各開
手形へ稽古は続き、各パートに分かれて指導が
実施された。
　13日には昇段審査会が開催され、初段位：
12名、弐段位：７名、参段位：５名、四段位：１名が
受審、全員合格でした。
　その夜ウェルカムパーティがあり、日本人の
先生方とオーストラリアの会員との交流があり、
海外支部でもオーストラリア地区は長年にわた
り毎年セミナー・審査会を開催されていて海外
の模範となっております。これからも一層の努
力を期待していますと発表された。

〈ヨーロッパセミナー〉

日　時：2023年10月17日（火）

～ 24日（火）　 

開催地：ポルトガル（リスボン）

講　師：藤原聖一・海外委員長

参加者：205名

〈アメリカセミナー〉

日　時：2023年11月8日（水）

～ 17日（金）　

開催地：ロサンゼルス

講　師：藤原聖一・海外委員長

参加者：85名

ヨーロッパセミナー参加者

2023年度剛柔会海外セミナー報告

2024年　誠志館海外セミナー開催

剛柔会オーストラリアセミナー開催

アメリカセミナー参加者

　2023 年 10 月・11 月に藤原聖一・海
外委員長を講師として、ポルトガル（リス
ボン）とアメリカ（ロサンゼルス）にてセ
ミナーを開催した。
　ポルトガルでは、剛柔の基本を重点に
指導し、形の分解等の技を伝授し地区
審査も実施した。アメリカでは、基本と
形の分解を説明して、各形の技法特訓を
行った。

日時： 2024年４月５日～６日　アベレードでセミナー
2024年４月７日　昇段審査会
2024年４月８日～10日　シドニーでセミナー
2024年４月９日　昇段審査会

日　時：2024年４月12日セミナー・13日昇段審査
会　場： All Hallows' School 体育館
講　師：佐藤重徳 指導委員会委員長（大分）

竹川達男 指導委員会副委員長（東京）
藤原聖一 海外委員会委員長（秋田）
石田正剛 指導委員会委員（大阪）

　誠志館オーストラリア支部におい
て毎年実施しております誠志館本部
多田正夫館長（奈良）の海外支部指
導に石田正剛先生が講師に出向か
れて技術向上を目指し指導されまし
た。又、２日間に渡り昇段審査も行わ
れ受審者は合格された。　　

参加者　指導者13名


